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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年１１月１６日の中間決算発表時に公表した業績予想を下記のと

おり修正しましたのでお知らせいたします。 

記 

 
１．２０年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）          

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １７，０００ １，１４０ １，０９０ ５００ ４１．０９

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １７，２５０ ８３９ ７８１ ２６７ ２２．００

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  ２５０ △３０１ △３０９ △２３３ －

増 減 率 １．５ △２６．４ △２８．３ △４６．６ －

（ご参考）前期（平成１９年３月期）実績 １４，８３２ ５７５ ５７５ １３８ １１．４０
 
２．２０年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）         

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １４，３００ ８５５ ８９５ ４５５ ３７．３９

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １４，５９７ ５６６ ６１３ ２５９ ２１．３４

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ２９７ △２８９ △２８２ △１９６  －

増 減 率 ２．１ △３３．８ △３１．５ △４３．１ －

（ご参考）前期（平成１９年３月期）実績 １３，３３４ ６２４ ６８６ １６３ １３．４５

 
３．理由 

① 売上高は、わが国経済の動きを反映して広告需要が堅調に推移したことおよびグループ各社の営

業努力が奏効し、連結・個別ともに既往最高を更新し前回発表予想を上回る見込みです。 

② 各利益は、大きな比率を占める個別業績が、映画作品に係る制作費や投資有価証券の評価損計上

に加え、株式市場の大幅下落等に伴う委託機関の運用成績低下による退職給付費用の負担増が大

きかったため不振であったことと、再建途上にある子会社の欠損が大きく他のグループ各社の好

業績を以ってしてもカバーできず、前回発表予想を大幅に下回る見込みです。 

 

  なお、期末配当金につきましては、平成２０年２月２５日公表のとおり、４５周年記念配当２円を加え

た２０円とする予定であります。 

 
 （注） 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


